ふるさと納税制度Ｑ＆Ａ
（Ｑ1）ふるさと納税制度とは？

（Ａ1）ふるさと納税制度とは、ふるさとを支援したいと思う納税者の思いを実現するために、地方自治体への寄附金相当額が、今お住まいの自治体の個人住民税や所得税から一定控除される制度のことです。なお、「ふるさと納税」とは通称であり、正式には寄附金による税額控除制度の一種となっており、八幡市では「ふるさとやわた応援寄附金」として募集しています。
（Ｑ2）どこへ寄附してもいいの？

（Ａ2）ふるさとの定義に決まりはなく、すべての地方自治体（都道府県、市区町村）へ寄附いただけます。なお、寄附申込など諸手続の詳細につきましては、自治体毎に異なる場合がありますので、必ず寄附をされたい自治体の担当窓口までお問い合わせください。
（Ｑ3）控除の対象者は？

（Ａ3）個人住民税を納税されている方が対象となります。

（Ｑ4）控除対象となる寄附金額は？

（Ａ4）2,000円を超える寄附金額となります。
　　　※平成23年1月1日以降の寄附に対して適用されています。それまでの寄附については5,000円を超える寄附金額が対象となっていました。
（Ｑ5）控除の上限は？

（Ａ5）個人住民税所得割の概ね2割を上限に所得税と合わせて個人住民税が控除されます。

　　　※家族構成や給与収入等により異なります。

（Ｑ6）どのように控除されるの？

（Ａ6）税額控除方式となり、寄附をした翌年度の個人住民税が控除されます。

（Ｑ7）控除を受けるための手続きは？

（Ａ7）原則的に、寄附を行った方が、最寄りの税務署または確定申告会場にて、寄附いただいた際に発行しております領収書を添付して確定申告を行っていただく必要があります。ただし、ふるさと納税ワンストップ特例制度をご利用される方につきましては、寄附申込時に特例申請書を併せてご提出いただければ、特に手続きをしていただく必要はございません。
（Ｑ8）ふるさとやわた応援寄附金はどのように活用されるの？

（Ａ8）「ふるさとづくり事業基金」に積み立て、翌年度以降に活用しています。

　　主な活用方法は、「公共施設の耐震化等」「障がい者・高齢者施策など福祉のまちづくり」「多様な文化芸術活動の振興」「多様なスポーツ振興」「やわたの豊かな緑の保護・育成」などです。また、寄附申込書には、メッセージを記入できる欄があり、上記以外に活用してほしい事業等について記入いただくことも可能ですので、その場合は新たな案として検討させていただきます。

（Ｑ9）寄附するための手続きは？

（Ａ9）受付窓口は政策推進課であり、窓口備え付けまたは市ホームページでダウンロードした申込書を政策推進課に提出することで、寄附希望者の選ばれた入金方法に従って案内しています。

（Ｑ10）入金方法は？

（Ａ10）入金方法は①市窓口での直接入金②郵便振替③現金書留④市指定口座への振込の４種類となっており、郵便振替と市窓口での直接入金の場合、手数料はかかりません。郵便振替を希望される場合は、赤い払込様式「払込取扱票」を郵送させていただきますので、最寄りの郵便局でご入金ください。他に市指定の口座への振込及び現金書留の方法もございますが、こちらの場合は恐れ入りますが手数料等をご負担いただく形となります。あらかじめご了承ください。
